
























































と民主主義 、 タイ 中進国の模索 、名古屋大学出版会より キャッチアップ型工業化
論─アジア経済の軌跡と展望─ 、岩波書店より 進化する多国籍企業 。そして、本日の




















































コノミーズ を使っているのは、台湾のように、国際的な しがらみ で国と呼ぶのが難
しい場合があるからで、総じて カントリーズ ではなく、 エコノミーズ の方を使う
ようです。







アメリカの カ国、さらに、ソ連解体のあとのロシアがこの 新興経済群 に含まれます。
番目のグループが、発展途上経済群、あるいは開発途上経済群と呼ばれている地域


























私は、 年 月に岩波書店から、 新興アジア経済論─キャッチアップを超えて と
いう本を刊行しました。 年に キャッチアップ型工業化論 という本を名古屋大学出
版会から出して、この本は結構話題になり、毎日新聞社アジア・太平洋賞大賞をいただき


















態を 新興アジア経済論 の中では 疲弊するアジア と名付けました。
ポジティブなアジア の側面を表す 生産するアジア 、 消費するアジア を見てい


































































マートフォンが ％、ノート型 が ％の順となっています。その中でも中国の数
字が際立っていて、非常に高いシェアを占めています。マザーボードですと、世界の ％
がアジア地域でつくられ、しかも世界の ％は実はアジアの中の中国でつくられている。
ノート型 も、世界生産の ％が中国に集中しています。それでは、 製品の世界は
もはや完全に 中国の 人勝ち状態か？ と言うと、そうとも言えません。
次のスライドに示した表は、中国側が発表している数字です。中国の製造業の動向を、
産業別に工場出荷額でみたものですが、興味深いのは、工場を 中国企業 の工場と、




コンピューター産業 に所属します。 年の数字を見ますと、 通信・コンピューター
産業 の全工場出荷額のうち ％を、外国企業が生産していたことが判明します。 年
には外国企業のシェアは下がっておりますが、それでも ％の高さです。自動車も同じ
新興アジア経済をどうとらえるか







































































る のではなく、 アジアでつくり、アジアが消費する という新しいパターンが誕生し






















層の推計です。 通商白書 では、 年間の可処分所得が、 万 ドル以上を 富裕
層 と呼んでいます。それから、 万 ドルから 万 ドルの間が 上位中間層 で
す。このあたりが、消費者としては大きなターゲットになるわけですが、 万 ドル以
上の 富裕層 に限っても、 年には中国、 、それから香港、台湾、シンガ
ポールのアジア 、インドを合わせて、 億 万人もいるわけです。つまり、日本
の人口と同じ規模のマーケットがすでに存在している。
それが 年になりますと、富裕層の人口は 倍に、つまり、 億 万人に膨れ上が
ります。さらに、これに 上位中間層 を加えますと、なんと 年には 万 ドル以
上の可処分所得を持つ世帯人口が、日本以外のアジアでも 億 万人に達することが予
測されている。文字通り、巨大な消費市場の誕生です。これを経済産業省は、 通商白
























































年 月の最新の数字でみますと、 位は断トツで日本、店舗の数は 万 店で
す。問題は 位ですね。アメリカは 店ですが、それより多いのがタイの 店です。
意外なことに 位はタイなのです。韓国（ 店）が 位のアメリカに迫り、あと、台湾














グ ルー プ が 出 資 す る、 パ ン ヤ ピ ワッ ト 大 学 （
）がそれです。私の 年来の親友で、チュラーロンコン大学経済学部の先生
であったソムポップさんが学長に就任しています。スタート時点の学生数が 人で、今

















アメリカ、 位がソ連でした。この 国だけで世界の 割近くの鉄鋼生産量を支配する時
代が長く続いたわけです。ところがスライドの表を見てください。最近の日本はずっと
億トンの水準で推移しています。これと対照的に、中国の生産量は 億 万トンです。












































ア、 老いてゆくアジア です。英語で と言います。高齢者社会を、日本だ
けの問題のように考えておられる人も多いかと思いますが、そうではありません。高齢化
と少子化は、台湾、韓国、中国、タイ、ベトナムでも、等しく起きているからです。









ます。 多産多死 から 多産少死 への移行期が、人口爆発の時代を引き起こします。
しかし、その時代はそう長くは続かなくて、 少産少死 の時代、つまり少し産んで、少
ししか死なない、しかも平均寿命が延びるという時代に移ります。
なぜ、 多産多死 から 少産少死 へと急速に変わったかについては、いろいろ議論
がありますが、有力な説明は政府の人口抑制政策です。人口成長率が高いと、例えば、経






に分かれます。まず、 歳から 歳までの人口が 年少人口 （ ） 、
歳から 歳までの人口が労働力の供給源となる 生産年齢人口 で、英語では
と言います。そして、 歳以上の人口が 高齢人口 （
） になります。 年に採択された人口分類の定義が今も通用しているわけで
す。日本で国民年金の支給を 歳から始める理由は、国連が、 、つまり働









































、すなわち 高齢化社会 と呼びます。進行形の を使いま
す。次に、高齢人口がその倍の ％を超えた場合が 、すなわち 高齢社会
です。それから、 ％掛ける 倍の ％を超えた場合が、 、すなわち
超高齢社会 で、 倍の ％超えた場合は、 超々高齢社会 になります。日本社会は
もはやそういう世界に突入しています。


















































































例えば、シンガポールには 老親扶養法 （ ）という
法律があります。つまり、子どもは親の面倒を見なくてはいけなくて、面倒を見ない子ど
もについては、ある種の制裁がある。例えば、国の住宅などにアプライするときに制限が


























が 年の ％から 年には ％まで、一度は急速に下がりました。その後、 年に
アジア通貨危機が発生し、通貨危機から 年後には ％にまで再び悪化しましたが、それ











や社会の経済格差を測る指標となります。中国の場合には 年 年当時 倍だった
のが、 年 年当時は 倍にまで、急速に上がっています。







シンガポール（ 年 倍 年 倍）の場合は、この指標が最もひどくて 倍
の高さです。マレーシア（同 倍 倍）も 倍以上です。それから、タイ（同
倍 倍）は改善を示していますが、台湾（同 倍 倍）、ベトナム（同 倍














































































ア 、 消費するアジア という側面はいろいろと紹介されていますが、 老いていくアジ









その点とも関係します。例えば、 先進国 の定義を、仮に 加盟国の一人当たりの
平均的 に置き換えたとします。そうしますと、 年の の一人当たり平均値
は 万 ドルでした。ですので、ある国の一人当たり がこの数字を超えたら、そ
の国は 先進国 の仲間入りを果たしたと見なすことにします。
そこで、仮にタイが比較的高い ％という数字で経済成長を続けたとしましょう。その
場合、タイの一人当たり が、先進国の 万 ドルの水準に到達する年数を計算し
ますと、 年もかかってしまう。実はタイでは昨年クーデターが起きて、それ以前は政治




























































































































































のは、 南進する日本資本主義 （長洲一二著、 年）と、産経新聞社の特派員グループ
がまとめたインドネシアの賠償問題に関する本（サンケイ新聞アジア取材班 隣人たちの
素顔──賠償と援助の谷間で 、 年）とか、 冊ぐらいしかなかった。
年に経済学部を卒業したあと、私は大学院に進学しました。現在、経済学研究科の
修士課程は 名以上の採用枠がありますが、当時は、修士課程の 年間と博士課程の





















































末廣 次に、 タイらしさ に移ります。ひとつのタイらしいやり方というのは、先ほど








































































































も、予算は 兆バーツの 倍の 兆バーツという、より大規模なプロジェクトに膨れ上
がっています。そのほかに、国境地帯に 特別経済区 （ ）
を設置して、工業団地を造成するという事業も始まりました。






















































は、これまで 昆明進出口商品交易会 が 諸国との貿易の窓口になっていまし














































































































































された。で、今回はむしろ、 老いてゆくアジア 、あるいは、 疲弊するアジア という
側面を強調されようとしているという風に受け取れるのですが、この点を踏まえて、この
質問に関連させてお答えいただければと思います。









































































































































は 新興アジア経済論──キャッチアップを超えて （岩波書店、 年）に収録された
ものと重なるので、そちらを参照していただければ幸いである───末廣昭）
